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平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報
３

１
及
び
２
に
規
定
す
る
場
合
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
の
責
任
は
、
第
四
条
の
規
定

に
従
っ
て
当
該
事
業
者
に
適
用
さ
れ
る
責
任
の
額
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

４

１
か
ら
３
ま
で
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
同
一
の
事
業
者
の
複
数
の
原
子
力
施
設
が
一
の
原
子
力
事

故
に
関
与
す
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
は
、
関
係
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
原
子
力
施
設
に
つ
い
て
、
第
四
条
の
規
定
に

従
っ
て
当
該
事
業
者
に
適
用
さ
れ
る
責
任
の
額
ま
で
責
任
を
負
う
。
施
設
国
は
、
１
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
利
用
可

能
と
す
る
公
的
資
金
の
額
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条

国
内
法
令
に
基
づ
く
賠
償
又
は
補
償

１

こ
の
条
約
の
適
用
上
、
賠
償
又
は
補
償
の
額
は
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
又
は
補
償
の
た
め
の
手
続
に
お
い
て
裁
定

さ
れ
る
利
息
又
は
費
用
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
決
定
す
る
。

２

施
設
国
外
に
お
い
て
生
ず
る
損
害
の
賠
償
又
は
補
償
は
、
締
約
国
間
で
自
由
に
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
形
態
で

提
供
す
る
。

３

国
の
又
は
公
的
な
健
康
保
険
、
社
会
保
険
、
社
会
保
障
、
労
働
者
災
害
補
償
又
は
職
業
病
補
償
の
制
度
が
原
子
力

損
害
の
補
償
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
制
度
の
受
益
者
の
権
利
及
び
当
該
制
度
に
基
づ
く
求
償
権
は
、
当
該

制
度
を
設
け
て
い
る
締
約
国
の
国
内
法
令
又
は
当
該
制
度
を
設
け
て
い
る
政
府
間
機
関
の
規
則
に
よ
り
決
定
す
る
。

第
九
条

消
滅
の
期
間

１

こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
賠
償
又
は
補
償
を
請
求
す
る
権
利
は
、
原
子
力
事
故
の
日
か
ら
十
年
以
内
に
訴
え
が
提
起

さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
施
設
国
の
法
令
に
よ
り
事
業
者
の
責
任
が
十
年
よ
り
も
長
い
期
間
保

険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
又
は
国
の
資
金
に
よ
り
担
保
さ
れ
る
場
合
に
は
、
権
限
の
あ
る
裁
判
所
が
属
す
る
国
の

法
令
は
、
事
業
者
に
賠
償
又
は
補
償
を
請
求
す
る
権
利
が
十
年
よ
り
も
長
い
期
間
（
施
設
国
の
法
令
に
よ
り
事
業
者

の
責
任
が
担
保
さ
れ
る
期
間
を
超
え
な
い
も
の
に
限
る
。）の
後
に
消
滅
す
る
こ
と
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

原
子
力
損
害
が
、
原
子
力
事
故
の
時
点
に
お
い
て
、
盗
取
さ
れ
、
紛
失
し
、
投
棄
さ
れ
、
又
は
遺
棄
さ
れ
て
い
た

核
物
質
が
関
与
す
る
原
子
力
事
故
に
よ
り
生
ず
る
場
合
に
は
、
１
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
期
間
は
、
当
該
原

子
力
事
故
の
日
か
ら
起
算
す
る
。
た
だ
し
、
１
に
規
定
す
る
法
令
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、当
該
期
間
は
、

い
か
な
る
場
合
に
も
、
核
物
質
の
盗
取
、
紛
失
、
投
棄
又
は
遺
棄
の
日
か
ら
二
十
年
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

３

権
限
の
あ
る
裁
判
所
が
属
す
る
国
の
法
令
は
、
消
滅
又
は
時
効
の
期
間
に
つ
い
て
、
原
子
力
損
害
を
受
け
た
者
が

損
害
及
び
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
事
業
者
を
知
っ
た
日
又
は
知
り
得
た
日
か
ら
三
年
以
上
の
期
間
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
は
、
１
及
び
２
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
期
間
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

４

締
約
国
の
国
内
法
令
は
、
消
滅
又
は
時
効
の
期
間
に
つ
い
て
原
子
力
事
故
の
日
か
ら
十
年
を
超
え
る
期
間
を
定
め

る
場
合
に
は
、
当
該
原
子
力
事
故
の
日
か
ら
十
年
以
内
に
提
起
さ
れ
た
人
の
死
亡
又
は
人
的
な
損
害
に
つ
い
て
の
請

求
を
公
平
か
つ
適
時
に
満
た
す
た
め
の
規
定
を
含
む
も
の
と
す
る
。

第
十
条

求
償
権

国
内
法
令
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
の
み
、
事
業
者
が
求
償
権
を
有
す
る
こ
と
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

書
面
に
よ
る
契
約
に
よ
り
そ
の
旨
が
明
示
的
に
定
め
ら
れ
る
場
合

⒝

原
子
力
事
故
が
、
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
自
然
人
の
作
為
又
は
不
作
為
に
よ
り
生
じ
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
自
然
人
に
対
し
て
求
償
す
る
と
き
。

第
十
一
条

準
拠
法

こ
の
条
約
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
原
子
力
事
故
に
よ
り
生
ず
る
原
子
力
損
害
の
賠
償
又
は
補
償

の
性
質
、
形
態
、
範
囲
及
び
公
平
な
配
分
は
、
権
限
の
あ
る
裁
判
所
が
属
す
る
国
の
法
令
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
。
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